
時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

14：30 IA-1 近世初期剣術における精神性に関する一考察 村上　雷多 筑波大学大学院

数馬　広二
（工学院大学）

14：45 IA-2 一刀流剣術における構えに関する一考察 三笘　　冴 筑波大学大学院

15：00 IA-3 剣術および槍術における試合技術の発展過程につい
ての考察
─天保７年の『他流試合口並問對』の分析─

森本　邦生 広島県立佐伯高等
学校

15：15 IA-4 技の源流を探る─神事の薙刀より─ 福田　啓子 皇學館大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 1 日目　9 月 10 日（火）　　　　人文・社会科学系

A 会場 （5C416 教室）

会場　（5C216 教室）
16：00 記念講演：「JAPAN - 神とともに歩んできた国」

　　　　　鹿島則良
　　　　　（鹿島神宮宮司）

17：00
17：30 レセプション　　　　　　　会場：レストランプラザ「筑波デミ」19：00



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

13：00 IB-1 女子柔道選手における合宿時のコンディション評価 鈴木なつ未 筑波大学

松田基子
（大阪体育大学）

13：15 IB-2 柔道選手が考える理想の減量と実際 桐生　　拓 横浜国立大学大学院

13：30 IB-3 一流選手のコンデションの変化
─ 2011 年世界柔道選手権大会前後に着目して─

平岡　拓晃 了徳寺学園

13：45 IB-4 柔道の練習法に関する持久力トレーニングとしての
効果
─内股系統のスピード打ち込みについて─

法兼　　真 綜合警備保障株式
会社

14：00 IB-5 剣道の攻撃場面における反応特性に関する研究 中村　春貴 筑波大学大学院
人間総合科学研究科

横山　直也
（横浜国立大学）

14：15 IB-6 剣道の打突動作における体幹部の移動について 中野　雅貴 順天堂大学

14：30 IB-7 カンガルージャンプトレーニングが打突動作速度と
打突姿勢に及ぼす影響

椿　　　武 環太平洋大学短期
大学部

14：45 IB-8 大学女子剣道競技者の体力特性
─筋パワーを中心として─

井上　哲朗 国際武道大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 1 日目　9 月 10 日（火）　　　　自然科学系

B 会場 （5C506 教室）

会場　（5C216 教室）
16：00 記念講演：「JAPAN - 神とともに歩んできた国」

　　　　　鹿島則良
　　　　　（鹿島神宮宮司）

17：00
17：30 レセプション　　　　　　　会場：レストランプラザ「筑波デミ」19：00



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

13：00 IC-1 宮城県中学校における武道授業の実態
─柔道の指導内容を中心に─

箱島　道泰 仙台大学大学院

小澤雄二
（熊本大学）

13：15 IC-2 初転君を用いた指導が柔道未熟練者の前回り受身に
及ぼす即時的効果

濱田　初幸 鹿屋体育大学

13：30 IC-3 発見学習型新受身プログラムの有効性の検証 籔根　敏和 京都教育大学

13：45 IC-4 空手道の指導ことばについての研究 石井　祥子 大阪体育大学大学院

14：00 IC-5 剣道の本質を踏まえた指導の考察 大保木輝雄 埼玉大学教育学部

田中　守
（国際武道大学）

14：15 IC-6 国際化による変化の帰着点に関する一考察 横地　浩紀 無所属

14：30 IC-7 日本剣道形への取り組みに関する一考察
─剣道専門課程で学ぶ大学生の意識を中心に─

佐藤　皓也 埼玉大学大学院教育
学研究科体育学専攻

14：45 IC-8 踏み込み面に関する類似の運動の加速度解析 上田　純也 茨城大学大学院教
育学研究科

今福一寿
（明星大学）15：00 IC-9 剣道試合における有効打突時の「掛け声（発声）」の

分析
大塚真由美 東海大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 1 日目　9 月 10 日（火）　　　　武道指導法系

C 会場 （5C216 教室）

会場　（5C216 教室）
16：00 記念講演：「JAPAN - 神とともに歩んできた国」

　　　　　鹿島則良
　　　　　（鹿島神宮宮司）

17：00
17：30 レセプション　　　　　　　会場：レストランプラザ「筑波デミ」19：00



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

13：00 I I-1 Lost in translation? : The challenges of rendering 
Miyamoto Musashi into English

David
Kimball GROFF

Meiji University

アレキサンダー 
ベネット

（関西大学）

13：15 I I-2 Philosophy and pragmatism of budo as unique area of 
application the empirical theory of combat sports

Kalina
Roman MACIEJ

Faculty of 
Physiotherapy, 
Academy of 
Physical Education, 
Katowice（Poland),
Archives of Budo

13：30 I I-3 Introduction to combatlogic – A general theory Dominique
BRIZIN

University of 
Cologne (Germany)

13：45 I I-4 An investigation of the intended learning outcomes 
of Japanese high school physical education teachers: 
A comparison of kendo instructors and rugby 
instructors

Blake
BENNETT

University of 
Canterbury

14：00 I I-5 The current situation of judo in Germany-An analysis 
of the teaching and training program of the German 
Judo Federation

Maja
Sori DOVAL

Meiji University

ガトーイブ
（トゥールーズ・

ル・ミライユ
第 2 大学）

14：15 I I-6 Effects of the International Judo Federation referee 
rules on competition contents in the  All-Japan Judo 
Championships : A 2008-2013 comparison

Keisuke
MIYAKE

Chukyo University

14：30 I I-7 The consciousness analysis of teachers teaching 
required "martial arts" in physical education in 
Japan : male and female physical education teachers 
teaching "judo" at the junior high school level

Masatoshi
SAITO

Kobe Shinwa 
Women's University

14：45 I I-8 Factor analytic study on the psychology of judo
-In the case of judo kata athletes-

Takayuki
YOKOYAMA

Setsunan University

15：00 I I-9 A pattern of disseminating ju-jutsu and judo overseas 
before World War II

Susumu
NAGAO

Meiji University

昼食・休憩

一般研究発表
第 1 日目　9 月 10 日（火）　　　　国際セッション

I 会場 （5C407 教室）

会場　（5C216 教室）
16：00 記念講演：「JAPAN - 神とともに歩んできた国」

　　　　　鹿島則良
　　　　　（鹿島神宮宮司）

17：00
17：30 レセプション　　　　　　　会場：レストランプラザ「筑波デミ」19：00



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIA-1 近江の奉納剣術額について 三苫　保久 滋賀県立瀬田高等
学校

加藤純一
（文教大学教育学部）

9：15 IIA-2 肥前に伝わった宝蔵院流渋江伝・姉河流の伝承と術
技に関する研究
─宝蔵院流に関する研究（その 9）─

石川　哲也 尚稽館

9：30 IIA-3 山本勘助著「兵法秘伝書」を読む 内田　建也 山梨支部

9：45 IIA-4 手裏剣術考 早坂　義文 日本古武道振興会

10：00 IIA-5 柔道国際化の要因：他の武道との比較から 佐藤　勝哉 秋田大学

山崎俊輔
（甲南大学）10：15 IIA-6 外国人の考える日本柔道の重要さ カドーイブ トゥールーズ・ル・

ミライユ第２大学
（フランス）

10：30 IIA-7 柔道練習生の意識調査に関する研究（第１報）フラ
ンス、スイス、日本の国別比較

平野　嘉彦 京都外国語大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 2 日目　9 月 11 日（水）　　　　人文・社会科学系

A 会場 （5C416 教室）

本部企画
会場　（大学会館ホール）

12：30 開催大学　挨拶

13：00 本部企画：シンポジウム
　　　　　「武道における実践と知の対話」

総合司会：山口　香（筑波大学）　アレック・ベネット（関西大学）
　セッション１　実践としての Budo
　実践現場（競技現場・教育現場）　現状と今後の課題
　パネリスト：阿部哲史（Dharma Gate Buddhist College, Hungary）
　　　　　　　J. Klinger (University of Bath, U.K)
　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）
　セッション２　学問としての Budo

　対象としての Budo の範囲、現状と今後の課題、研究の具体的内容

　パネリスト：自然科学（日本）春日井淳夫（明治大学）

　　　　　　　人文科学（欧州）Wojciech J. Cynarski (University of Rzeszów, Poland）

　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）

　セッション３　討論　70 分

　国際的視野からみた実践と知の対話 

　指定討論者：大韓武道学会（予定）

　　　司会：山口　香（筑波大学）、アレック・ベネット（関西大学）17：10



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIB-1 柔道選手における競技力の主観的評価尺度の作成（そ
の２）─競技成績と AHP からの検討─

前川　直也 国際武道大学

久保田浩史
（岐阜大学）

9：15 IIB-2 荷重動揺軌跡測定による柔道選手の特性 片山　証子 筑波綜合研究所 

9：30 IIB-3 柔道畳簡易設置ユニット「トメ太郎」の有効性 小澤　雄二 熊本大学

9：45 IIB-4 柔道選手における ACTN3 遺伝子多型についての研
究─ T 大学柔道部を対象として─

上水研一朗 東海大学

10：00 IIB-5 「物打ち」に関する一考察 草間益良夫 広島大学

八木沢　誠
（日本体育大学）

10：15 IIB-6 剣道の正面打突に伴う圧力センサーを用いた手のう
ちの研究

鈴木　貴也 大阪体育大学大学

院

10：30 IIB-7 剣道打突時の竹刀慣性モーメント 金子　敬二 明星大学

10：45 IIB-8 空手における打撃時の体捻転軸 安田　　翼 明星大学

11：00 IIB-9 剣道による踵骨骨量の左右差について 宮本　賢作 福山市立大学

草間益良夫
（広島大学）

11：15 IIB-10 剣道試合における審判員の注視点について 八木沢　誠 日本体育大学

11：30 IIB-11 無塗装の剣道場の床面に対する感覚的評価および物
理的条件とスポーツ障害との関連

池田　孝博 福岡県立大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 2 日目　9 月 11 日（水）　　　　自然科学系

B 会場 （5C506 教室）

本部企画
会場　（大学会館ホール）

12：30 開催大学　挨拶

13：00 本部企画：シンポジウム
　　　　　「武道における実践と知の対話」

総合司会：山口　香（筑波大学）　アレック・ベネット（関西大学）
　セッション１　実践としての Budo
　実践現場（競技現場・教育現場）　現状と今後の課題
　パネリスト：阿部哲史（Dharma Gate Buddhist College, Hungary）
　　　　　　　J. Klinger（University of Bath, U.K)
　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）
　セッション２　学問としての Budo

　対象としての Budo の範囲、現状と今後の課題、研究の具体的内容

　パネリスト：自然科学（日本）春日井淳夫（明治大学）

　　　　　　　人文科学（欧州）Wojciech J. Cynarski（University of Rzeszów, Poland）

　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）

　セッション３　討論　70 分

　国際的視野からみた実践と知の対話 

　指定討論者：大韓武道学会（予定）

　　　司会：山口　香（筑波大学）、アレック・ベネット（関西大学）17：10



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIC-1 剣道の正面打突動作に関する研究 今福　一寿 明星大学

柳田昌彦
( 同志社大学 )9：15 IIC-2 初心者指導に使用する竹刀の検討

─打撃力測定を中心に─
横山　健太 鳴門教育大学大学院

9：30 IIC-3 柔道学習指導のための映像教材の開発 高橋隆太郎 秋田大学

楢崎教子
( 福岡教育大学 )

9：45 IIC-4 男女併習による必修化武道の授業効果 １） 松本純一郎 夙川学院高等学校

10：00 IIC-5 男女併修による必修化武道の授業効果 2） ～ 柔道に
関する意識実態の把握について

内村　直也 大阪産業大学

10：15 IIC-6 柔道の審判員の投技評価における位置について (2) 林　　弘典 明治国際医療大学

10：30 IIC-7 国際柔道連盟試合審判規定新ルールの試験的導入に
関する一考察　- 川村禎三杯を対象として -

田中　康介 筑波大学

林　弘典
( 明治国際医療大学 )

10：45 IIC-8 IJF2013 ルール改正に伴う戦術行動にみる投技効力
の変化について

伊藤　　潔 順天堂大学大学院

11：00 IIC-9 国際柔道連盟試合審判規定改正が、選手のディフェ
ンス行動に与える影響について

鈴木　桂治 国士舘大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 2 日目　9 月 11 日（水）　　　　武道指導法系

C 会場 （5C216 教室）

本部企画
会場　（大学会館ホール）

12：30 開催大学　挨拶

13：00 本部企画：シンポジウム
　　　　　「武道における実践と知の対話」

総合司会：山口　香（筑波大学）　アレック・ベネット（関西大学）
　セッション１　実践としての Budo
　実践現場（競技現場・教育現場）　現状と今後の課題
　パネリスト：阿部哲史（Dharma Gate Buddhist College, Hungary）
　　　　　　　J. Klinger（University of Bath, U.K）
　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）
　セッション２　学問としての Budo

　対象としての Budo の範囲、現状と今後の課題、研究の具体的内容

　パネリスト：自然科学（日本）春日井淳夫（明治大学）

　　　　　　　人文科学（欧州）Wojciech J. Cynarski（University of Rzeszów, Poland）

　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）

　セッション３　討論　70 分

　国際的視野からみた実践と知の対話 

　指定討論者：大韓武道学会（予定）

　　　司会：山口　香（筑波大学）、アレック・ベネット（関西大学）17：10



一般研究発表
第 2 日目　9 月 11 日（水）　　　　国際セッション

I 会場 （5C407 教室）

時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIⅠ-1 Information dynamics in judo Hiroyuki IIDA Japan Advanced 
Institute of Science 
and Technology

髙橋　進
（大車文化大学）

9：15 IIⅠ-2 A study of the typical mistakes in koshiki no kata and 
their correction

Tatsuya
MATSUMOTO

Tokyo Judo 
Federation

9：30 IIⅠ-3 Leg extension power in heavyweight elite judo 
athletes

Takeru SATO Kogakkan 
University

9：45 IIⅠ-4 Motion analysis of the stand technique for women's 
judo 

Yoko
TANABE

Nihon University

10：00 IIⅠ-5 Pedagogical intention of martial arts and combat 
sports in physical education classes

Abel
FIGUEIREDO

Polytechnique 
Institute of Viseu

浜崎　鈴子
( 米国オレンジ
郡　空手道場 )

10：15 IIⅠ-6 Developing the skills of muscle relaxation and muscle 
choice in karate

Tatehiro
TOYOSHIMA

Reitaku University

10：30 IIⅠ-7 The reception of G. Funakoshi's philosophy in 
traditional karate（ITKF）circle in Lublin region

Michal
PEDRACKI

Polish Academy of 
Sciences

10：45 IIⅠ-8 A study of the founding of dojos by female karate 
instructors and their teaching activities

Hiromi
HISHIKI

School of Graduate 
Studies, the Open 
University of Japan

豊嶋建広
( 麗澤大学 )11：00 IIⅠ-9 Kinesiological analysis of karate front kicks on 

Portuguese elite competitors in comparison with 
black belt non competitors practitioners

António
VencesBRITO

Rio Maior Sport 
School

11：15 IIⅠ-10 Mechanics of an arrow Takeo
NAKAGAWA

Japan Advanced 
Institute of Science 
and Technology

佐藤　明
( 東北大学 )

昼食・休憩

本部企画
会場　（大学会館ホール）

12：30 開催大学　挨拶

13：00 本部企画：シンポジウム
　　　　　「武道における実践と知の対話」

総合司会：山口　香（筑波大学）　アレック・ベネット（関西大学）
　セッション１　実践としての Budo
　実践現場（競技現場・教育現場）　現状と今後の課題
　パネリスト：阿部哲史（Dharma Gate Buddhist College, Hungary）
　　　　　　　J. Klinger（University of Bath, U.K)
　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）
　セッション２　学問としての Budo

　対象としての Budo の範囲、現状と今後の課題、研究の具体的内容

　パネリスト：自然科学（日本）春日井淳夫（明治大学）

　　　　　　　人文科学（欧州）Wojciech J. Cynarski（University of Rzeszów, Poland）

　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）

　セッション３　討論　70 分

　国際的視野からみた実践と知の対話 

　指定討論者：大韓武道学会（予定）

　　　司会：山口　香（筑波大学）、アレック・ベネット（関西大学）17：10



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属

10：30 IIP-1 The formation of the warrior's status through 
physical techniques in the early modern period - 
Based on a review of the kosyu-ryu heiho series

Kentaro TAI Nagasaki 
International 
University

10：30 IIP-2 An electromyographic study of the lower limb 
muscles during fumikomi movement in kendo and 
karate athletes

Masaki
FUMOTO

Tokyo International 
University

10：30 IIP-3 Expertise differences in maai maneuvers in kendo 
matches

Motoki
OKUMURA

Faculty of 
Education, Shizuoka 
University

10：30 IIP-4 Quantitative characterization of kendo men strike 
from electromyography and kinesiology

Takayuki
HIRATA

Department 
of Human and 
Artificial Intelligent 
Systems, University 
of Fukui

10：30 IIP-5 The characteristics of injuries among junior karate 
athletes

Kaori
INOSHITA

International Budo 
University

10：30 IIP-6 Improvement of flow state during practice of kyudo 
through autogenic training

Tatsuo YAGI Seiwa University

昼食・休憩

一般研究発表
第 2 日目　9 月 11 日（水）　　　　ポスター発表

P 会場 （5C406 教室）

本部企画
会場　（大学会館ホール）

12：30 開催大学　挨拶

13：00 本部企画：シンポジウム
　　　　　「武道における実践と知の対話」

総合司会：山口　香（筑波大学）　アレック・ベネット（関西大学）
　セッション１　実践としての Budo
　実践現場（競技現場・教育現場）　現状と今後の課題
　パネリスト：阿部哲史（Dharma Gate Buddhist College, Hungary）
　　　　　　　J. Klinger（University of Bath, U.K）
　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）
　セッション２　学問としての Budo

　対象としての Budo の範囲、現状と今後の課題、研究の具体的内容

　パネリスト：自然科学（日本）春日井淳夫（明治大学）

　　　　　　　人文科学（欧州）Wojciech J. Cynarski（University of Rzeszów, Poland）

　　　司会：前阪茂樹（鹿屋体育大学）、本多壮太郎（福岡教育大学）

　セッション３　討論　70 分

　国際的視野からみた実践と知の対話 

　指定討論者：大韓武道学会（予定）

　　　司会：山口　香（筑波大学）、アレック・ベネット（関西大学）17：10



時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIIA-1 柔道ルネッサンス活動に対する認識状況について
─高校生及び大学生柔道部員を対象にして─

光本　健次 東海大学

籔根敏和
(京都教育大学)

9：15 IIIA-2 武術由来の身体技法にみる医療文化
─柔術活法研究から─

久保山和彦 IPU 環太平洋大学

9：30 IIIA-3 「The Game of Ju-jitsu」に於ける技術論と明治期の
講道館に於ける技術論の比較

内田　賢次 学校講道館

9：45 IIIA-4 韓国剣道連盟（大韓剣道会）の動向について
─ KENDO に対する認識─

加藤　純一 文教大学教育学部

太田順康
(大阪教育大学)

10：00 IIIA-5 花郎道の意味創造と武道・スポーツ的融合 朴　　周鳳 国際武道大学

10：15 IIIA-6 東北アジアにおける武文化の共有
─日韓間の武道の伝播と受容と伝承を中心に─

李　　燦雨 筑波大学

10：30 IIIA-7 朝鮮文献にみられる「倭劒」に関する一考察 大石　純子 八洲学園大学

昼食・休憩

一般研究発表
第 3 日目　9 月 12 日（木）　　　　人文・社会科学系

A 会場 （5C416 教室）

13：00
　総会　　　　　　　　　　会場：5C216

14：00

専門分科会企画

14：00 武道デモンストレーション　武道館

柔道
専門分科会

武道館
柔道場

剣道
専門分科会

武道館
剣道場

空手道
専門分科会

5C416

なぎなた
専門分科会

5C506

弓道
専門分科会

弓道場

　　　　※各専門分科会企画の開始時刻が異なります。



一般研究発表
第 3 日目　9 月 12 日（木）　　　　自然科学系

B 会場 （5C506 教室）

時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIIB-1 男子大学柔道選手における大外刈打ち込みの運動強
度

小倉　大輝 筑波大学

増地克之
( 筑波大学 )

9：15 IIIB-2 足趾力がスポーツパフォーマンスの安定性に及ぼす
影響に関する研究─柔道競技の場合─

小嶋　新太 日本体育大学

9：30 IIIB-3 大学柔道選手における股関節の柔軟性について 松﨑　守利 九州女子短期大学

9：45 IIIB-4 握力発揮が柔道選手の全身反応時間に及ぼす影響 久保田浩史 岐阜大学

10：00 IIIB-5 骨年齢からみた小学生柔道選手における除脂肪体重
の性差

藤田　英二 鹿屋体育大学

小山勝弘
( 山梨大学 )

10：15 IIIB-6 高気圧エアチャンバーの使用が運動後の疲労回復に
与える影響

酒井　孝允 横浜国立大学

10：30 IIIB-7 情報エントロピーからみた受身最終動作姿勢の分析 河鰭　一彦 関西学院大学

10：45 IIIB-8 柔道固有の動作における熟練者と初心者の頭部角加
速度──頭部外傷予防について──

石井　孝法 筑波大学大学院

岡田修一
( 神戸大学 )

11：00 IIIB-9 柔道の投技における並進および回転頭部加速度の測
定

村山　晴夫 獨協医科大学，
山梨大学大学院

11：15 IIIB-10 柔道の組み方に関するバイオメカニクス的研究：内
股における相四つとケンカ四つの相違について

中野　勝司 筑波大学大学院

11：30 IIIB-11 柔道女子軽量級選手における組み方の違いによる背
負投動作の研究 

福見　友子 了徳寺大学

昼食・休憩

13：00
　総会　　　　　　　　　　会場：5C216

14：00

専門分科会企画

14：00 武道デモンストレーション　武道館

柔道
専門分科会

武道館
柔道場

剣道
専門分科会

武道館
剣道場

空手道
専門分科会

5C416

なぎなた
専門分科会

5C506

弓道
専門分科会

弓道場

　　　　※各専門分科会企画の開始時刻が異なります。



一般研究発表
第 3 日目　9 月 12 日（木）　　　　武道指導法系

C 会場 （5C216 教室）

時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIIC-1 中学校剣道授業による生徒の意識変化に関する研究 山口　幸一 大阪体育大学

柴田一浩
(流通経済大学)

9：15 IIIC-2 剣道が中学生の学習規律と学校適応感の形成に及ぼ
す影響に関する学校心理学的研究

井上　　聡 兵庫教育大学大学
院

9：30 IIIC-3 武道必修化に伴う剣道初心者の指導法に関する研究
─基本動作における指導手順の検討─

竹中健太郎 鹿屋体育大学

9：45 IIIC-4 全国の特別支援学校における武道必修化に伴う授業
展開の現状と課題
─聴覚障がい者に対する教授法に着目して─

柳田　昌彦 同志社大学スポー
ツ健康科学部

齋藤浩二
( 仙台大学 )

10：00 IIIC-5 武道必修化に期待する教育効果
─体育科専攻学生に着目して─

佐藤　光介 横浜国立大学大学
院

10：15 IIIC-6 剣道指導法に関する研究
─初心者における打撃動作と痛みの関係について─

天野　　聡 東海大学

10：30 IIIC-7 剣道学習における類似の運動としての「ボール打ち」
の妥当性について

柴田　一浩 流通経済大学

10：45 IIIC-8 剣道試合における新しい判定制の検討
─剣道のよさを生かす試みとして─

木原　資裕 鳴門教育大学

神崎　浩
(大阪体育大学)

11：00 IIIC-9 剣道における“一拍子の打ち”の考察 大矢　　稔 国際武道大学

11：15 IIIC-10 剣道の試合における防御姿勢の実態に関する調査研
究

笹木　春光 東海大学

11：30 IIIC-11 大学体育授業における合気道のラーニングアウトカ
ムとは？

園部　　豊 日本体育大学

昼食・休憩

13：00
　総会　　　　　　　　　　会場：5C216

14：00

専門分科会企画

14：00 武道デモンストレーション　武道館

柔道
専門分科会

武道館
柔道場

剣道
専門分科会

武道館
剣道場

空手道
専門分科会

5C416

なぎなた
専門分科会

5C506

弓道
専門分科会

弓道場

　　　　※各専門分科会企画の開始時刻が異なります。



一般研究発表
第 3 日目　9 月 12 日（木）　　　　国際セッション

I 会場 （5C407 教室）

時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属 座　長

9：00 IIIⅠ-1 Budō education at universities overseas : The 
opportunities and challenges

Stephen Robert
NAGY

Chinese University 
of Hong Kong

長尾　進
( 明治大学 )

9：15 IIIⅠ-2 The‘Recivilising’process of kendō in the 
Immediate post-war period: An analysis of the 
significance of shinai-kyōgi

Alexander 
BENNETT

Kansai University

9：30 IIIⅠ-3 Research on the worth of kendo associated with its 
internationalization
- Comparison of Korean kumdo and Japanese kendo -

Yoshiko ODA Tokai Gakuen 
University

9：45 IIIⅠ-4 Wartime naginata education : a survey of the 
Monbushō Seitei Kata

Baptiste 
TAVERNIER

International 
Budo University - 
graduate school

中島たけし
( 国士館大学 )

10：00 IIIⅠ-5 Japanese postures toward international development 
of naginata. A study from the 60's to present day.

Chloe 
BELLEC

Paris Diderot 
University, UFR 
of Languages and 
Cultures in East 
Asia studies

10：15 IIIⅠ-6 Budo practice as a means for post-stroke 
rehabilitation : case studies 

Kantaro 
MATSUI

International Budo 
University

10：30 IIIⅠ-7 Ulysses S. Grant and the display of martial arts in 
Meiji era : From "Jutsu（Technique）" to "Culture"

Tetsuya 
NAKAJIMA

Kagoshima 
University

志々田文明
( 早稲田大学 )

10：45 IIIⅠ-8 The differences between jūjutsu and judō : 
modifications to jūjutsu made by KANŌ Jigoro in 
creating judō

Naoki 
MURATA

Kodokan Judo 
Institute

11：00 IIIⅠ-9 Some thoughts on the transmission and development 
of jujutsu and aikido in Hungary

Balázs SZABÓ Eotvos Lorand 
University, Hungary

11：15 IIIⅠ-10 Genesis, the creation and development of 
International Martial Arts and Combat Sports 
Scientific Society（IMACSSS）, as a community 
of scientists and practitioners of martial arts and 
combat sports

Krzysztof L. 
KUBALA

University of 
Rzeszów, Poland

昼食・休憩

13：00
　総会　　　　　　　　　　会場：5C216

14：00

専門分科会企画

14：00 武道デモンストレーション　武道館

柔道
専門分科会

武道館
柔道場

剣道
専門分科会

武道館
剣道場

空手道
専門分科会

5C416

なぎなた
専門分科会

5C506

弓道
専門分科会

弓道場

　　　　※各専門分科会企画の開始時刻が異なります。



一般研究発表
第 3 日目　9 月 12 日（木）　　　　ポスター発表

P 会場 （5C406 教室）

時間 演題番号 演　　題 発表者 所　属

10：30 IIIP-1 The effects of exercise program applied with gojyu-
ryu karatedo kata breathing method on physical and 
mental aspects in elderly women

Kanako 
EDAMOTO

Graduate School of 
Education, Tokyo 
Gakugei University

10：30 IIIP-2 A functional MR imaging trial for kata motor imagery 
tasks of experts in karate and judo

Yoshiharu 
FUJIEDA

Fukui College of 
Health Sciences

10：30 IIIP-3 Physical safety and mental benefits of exercise 
prescription based on gojyu-ryu karatedo kata 
breathing method for Japanese elderly

Shota 
YASUKAWA

Graduate school of 
Education, Tokyo 
Gakugei University

10：30 IIIP-4 Motion analysis of the stand technique for men in the 
All Japan Judo Championship

Ryuji OKADA Kinki University

10：30 IIIP-5 The pushing or pulling force exertion under 
unbalanced conditions

Misaki ITEYA T o k y o  G a k u g e i 
University

10：30 IIIP-6 Risk assessment of Staphylococcus aureus in judo 
athletes

Sayuri 
YAMAMOTO

Faculty of 
Health and 
Sports Sciences, 
University of 
Tsukuba

10：30 IIIP-7 Investigation on actual situation of  youth judo 
teaching in France

Morio 
SUGANAMI

Juntendo University

10：30 IIIP-8 Investigation into instruction actual situation in the 
boy judo of Japan

Ryosuke 
OZAKI

Juntendo University

昼食・休憩

13：00
　総会　　　　　　　　　　会場：5C216

14：00

専門分科会企画

14：00 武道デモンストレーション　武道館

柔道
専門分科会

武道館
柔道場

剣道
専門分科会

武道館
剣道場

空手道
専門分科会

5C416

なぎなた
専門分科会

5C506

弓道
専門分科会

弓道場

　　　　※各専門分科会企画の開始時刻が異なります。

　　　　※当スケジュール表の英文タイトル表記方法は、大会委員会で統一してあります。




